
明和町役場庁舎西地区
開 発 プ ロ ジ ェ ク ト
－ 事業用地のご案内 －

関東を動かす
拠　点
明和町

明和町　　株式会社邑楽館林まちづくり　明和町土地開発公社

主要アクセス　道路　東北自動車道　館林インターチェンジから約５分
　　　　　　　鉄道　東武伊勢崎線川俣駅　約 600ｍ（徒歩 10 分）

－  計 画 概 要  －

名　　称

開発面積

用地地域

建ぺい率・容積率

立地できる建物

インフラ

造成工事

明和町役場庁舎西地区　開発プロジェクト

約１０.４ヘクタール
※分割での販売協議が可能です

近隣商業地域

建ぺい率：８０％　　容積率：３００％

事務所、店舗、大学、専門学校等

上水道　群馬東部水道企業団上水道
下水道　区域外（要協議）
電　気　普通高圧　特別高圧は東京電力と協議

明和町土地開発公社が、２０２６年秋から造成開始
※２０２８年春（予定）以降引渡可能（要協議）
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小谷部砺波 JCT
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入間市
所沢市

さいたま市

高崎市

前橋市

館林市

熊谷市

つくば市

ひたちなか市

印西市草加市

越谷市

春日部市

久喜市

狭山市

川越市

立川市

東松山市

行田市

加須市

羽生市

板倉町

佐野市足利市

太田市

伊勢崎市

みどり市

藤岡市

深谷市

秩父市
桶川市

上尾市

柏市

松戸市

守谷市

幸手市

古河市

野木町

小山市

栃木市
下野市

結城市 筑西市 桜川市

笠間市 水戸市

大洗町

下妻市

常総市

取手市

我孫子市

八千代市 佐倉市

成田市

富里市

行方市

かすみがうら市

野田市

坂東市

入間市
所沢市

さいたま市

高崎市

前橋市

館林市

熊谷市

つくば市

ひたちなか市

印西市草加市

越谷市

春日部市

久喜市

狭山市

川越市

立川市

東松山市

行田市

加須市

羽生市

板倉町

佐野市足利市

太田市

伊勢崎市

みどり市

藤岡市

深谷市

秩父市
桶川市

上尾市

柏市

松戸市

守谷市

幸手市

古河市

野木町

小山市

栃木市
下野市

結城市 筑西市 桜川市

笠間市 水戸市

大洗町

下妻市

常総市

取手市

我孫子市

八千代市 佐倉市

成田市

富里市

行方市

かすみがうら市

野田市

坂東市

埼玉県

群馬県

茨城県

千葉県

東京都

埼玉県

群馬県

茨城県

千葉県

東京都

栃木県栃木県

長瀞町長瀞町

牛久市牛久市

青梅市青梅市

奥多摩町奥多摩町

神流町神流町

富岡市富岡市

安中市安中市

甘楽町甘楽町

連絡先　明和町 都市建設課（☎0276-84-3111）
　　　　㈱邑楽館林まちづくり（☎0276-55-3441）
　　　　明和町土地開発公社（☎0276-61-3621）



新時代の産業拠点を担う、新たなステージへ
東京と関東をつなぐ要衝に位置し、産業・交通のバランスが調和する “関東のまん中拠点” 明和町

▶ 首都圏４県の交流地区

▶ 大規模工業団地との隣接 
　（アドバンテスト、ＴＯＰＰＡＮ、
　   アサヒ飲料、東洋水産、
　　ＳＵＮＴＯＲＹ等）

▶ コストコ群馬明和倉庫店が立地
    （週間最大来客数１０万人の
　  大型集客施設）

アクセス性の
高い立地

発信力の高い立地

▶ 首都６０ｋｍ圏内

▶ 高速交通の要衝
　（東北自動車道館林 IC 近接）

▶ 国道３５４号線バイパス近接

▶ 国道１２２号館林明和バイパス直結
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さいたまさいたま

前橋前橋

八王子 JCT

大栄JCT

松尾横芝

海老名JCT

羽田空港成田国際空港

久喜白岡JCT

道越
関

明 和 町
   

岩舟 JCT

藤岡 JCT

高崎 JCT

川口 JCT

館林 IC

約 1.3ｋｍ
5 分

  国 道 16.7km
11 分

13.2km
8 分

24.9km
16 分

21.9km
15 分

71.3km ・77 分

6.2km
4 分

※赤字は所要距離
※黒字は所要時間

27km・20 分

49km
30 分

28.4km
21 分

22.5km･18 分

39.2km
25 分

35.8km
28 分

久喜白岡 JCT

八王子 JCT

海老名 JCT

17.2km・13 分

東
北
道

東
北
道

40.1km
31 分

整 備 中
圏央道

圏
央
道

関
越
道

外環道 外環道

圏
央
道

北関東道

常
磐
道

常
磐
道

関
越
道

関
越
道

中央道

東名
道

28.4km
21 分

大泉 IC

鶴ヶ島 JCT
つ
く
ば
中
央

境 

古 

河

つくば JCT

大栄 IC

66.7km・43 分
北関東道

友部 JCT

栃木都賀 JCT

稲 敷

整 

備 

中

三郷 JCT

首都高速

首
都
高
速

18km18km
16 分

圏
央
道

東関東道

東
北
道

東
北
道

東
北
道

人材確保と定着を
両立しやすい環境
▶ 通勤負荷を抑え、定着率向上につながる
　職場環境

▶ 車通勤前提で通勤ストレスが少ない

▶ 子育て世代が生活しやすい環境

▶ 研究者・技術者の長期雇用に有利な環境

静穏で集中できる
研究環境
▶ 業務に集中できる、過度な都市機能に
　依存しない環境

▶ 周囲に過密商業地や工場が少なく、研
　究及び執務に適した静けさ

▶ 開発面積を確保しているため、セキュ
　リティ確保や敷地設計がしやすい

フラットな敷地と
拡張余地
▶ 将来拡張を見据えた、柔軟な施設計画が可能

▶ 平坦でまとまった土地の確保

▶ 増築・用途変更が容易

▶ 研究から量産、事務所へ
　さらに研究機能追加など段階成長に
　対しても対応が可能

首都圏比での
トータルコスト最適化
▶ 首都圏と比較して、土地・建設・運営・
　人件費といったコストの抑制

▶ 駐車場・緑地・福利厚生施設を確保しや
　すい環境

▶ 同じ投資額で都市部より広く、より安全に

東京駅

久喜駅

宇都宮駅

川俣駅

■ 鉄道の場合

JR 
約 52 分

東武伊勢崎線
約 23 分

JR 
約 49 分

東　京

明和町

宇都宮

■ 車の場合

首都高
東北自動車道 
約１時間 15 分

東北自動車道 
約１時間 10 分


